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令
和
３
度
農
学
科
卒
業
論
文
発
表
会

が
12
月
16
日(

木)

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、

昨
年
度
同
様
に
発
表
会
場（
大
講
義
室
・

２
年
生
）と
教
室
棟
教
室(

１
年
生)

に
分

か
れ
て
、
リ
モ
ー
ト
で
会
場
間
を
繋
い

で
実
施
し
ま
し
た
。 

農
学
科
で
は
、
２
年
生
全
員
が
１
人

１
課
題
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
学
生
自
ら
が
実
習

等
に
取
り
組
む
中
で
感
じ
た
疑
問
点
や

改
善
点
を
課
題
と
し
て
、
様
々
な
試
験

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
卒
業
論
文
と
し

て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
卒
業
論
文
発
表

会
は
そ
の
成
果
を
、
各
専
攻
で
選
ば
れ

た
２
年
生
９
名
が
10
分
間
の
持
ち
時

間
で
発
表
し
ま
す
。 

当
日
は
、
県
内
農
業
系
高
校
の
先
生

方
も
お
招
き
し
、
運
営
は
学
生
会
１
年

生
が
行
い
ま
し
た
。 

発
表
者
は
、緊
張
の
中
、い
ず
れ
も
専

攻
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
責
任

感
を
持
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
発
表
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、会
場
で
は
校
長
等
審

査
委
員
の
他
、
各
先
生
か
ら
も
活
発
に

質
問
が
行
わ
れ
、
発
表
者
は
的
確
に
質

問
に
答
え
て
い
ま
し
た
。  

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
１
名
と
優

秀
賞
２
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
の
加
藤
大 

季
さ
ん
は
１
月 

に
開
催
さ
れ
る 

東
海
・
近
畿
ブ 

ロ
ッ
ク
農
業
大 

学
校
研
究
及
び 

意
見
発
表
会
に 

本
校
代
表
と
し 

て
参
加
し
ま
す
。 

特集１ 

少し緊張気味の中、すばらしい発表をした発表者のみなさん 

審査委員や会場の先生から活発な質問 
学生会（１年生）が運営 表彰 
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発表課題

加 藤 大 季 （作　物） 水稲不耕起Ｖ溝直播栽培におけるリモートセンシングの活用

山 室 有 里 （鉢物・緑花木） 挿し木時の培土および発根剤がハイドランジアの発根に及ぼす影響

澤 田 実 季 （酪　農） 外部乳頭シール使用による乾乳期の乳房炎対策

鈴 木 淳 也 （切　花） ヒマワリのセルトレイ栽培方法の検討

太 田 拳 司 （施設野菜） 土耕栽培における大玉トマトの食味向上技術の確立

成 松 龍 政 （養豚・養鶏） 鉄剤の複数回投与が肉豚の発育に及ぼす影響

國 海 己 （養豚・養鶏） 岡崎おうはん(親鳥)の産肉性及び鶏肉の食味性改善

太 田 幸 輝 （果　樹） ブルーベリーのポット栽培用培土の検討

野 々 山 か り ん （露地野菜） 被覆資材の違いがダイコンの生育、収量に及ぼす影響

発表者　(　専　攻　）

各専攻の
発表者

 

 最優秀賞  加藤 大季（作物専攻） 
            課題名「水稲不耕起 V 溝直播栽培におけるリモートセンシングの活用」 

審
査
講
評 

 
 

 
 

 

審
査
委
員
長 

校
長 

堤 

公
生 

各
専
攻
代
表
の
発
表
は
、
技
術
の
実
効

性
や
妥
当
性
な
ど
の
実
証
、
結
果
の
取
り

ま
と
め
、
考
察
も
全
般
的
に
良
く
で
き
て

い
ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
の
加
藤
さ
ん
（
作
物
専
攻
）

は
、
最
新
技
術
を
使
い
こ
な
す
デ
ー
タ
の

活
用
方
法
と
と
も
に
導
入
時
の
経
済
性

も
検
討
し
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
優

秀
賞
の
鈴
木
さ
ん
（
切
花
専
攻
）
は
工
夫

を
凝
ら
し
た
試
験
を
実
施
し
た
点
、
澤
田

さ
ん
（
酪
農
専
攻
）
は
得
た
成
果
を
将
来

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
現
場
で
役
立
て
た
い

と
言
う
意
志
が
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。
他

の
発
表
も
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
専

攻
代
表
と
し
て
入
賞
し
た
発
表
と
比
較

し
て
甲
乙
付
け
が
た
い
内
容
で
し
た
。 

 

本
年
度
の
卒
論
発
表
は
専
攻
学
習
で

得
た
技
術
的
な
テ
ー
マ
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
こ
れ
ら
技
術
に
関
す
る
効
果
や
効

率
な
ど
の
評
価
は
重
要
な
問
題
解
決
で

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
農
業
現
場
で
の
実

用
性
や
消
費
者
評
価
な
ど
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
発
想
を
加
え
て
、
今
後
１
年
生
へ

と
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

 

卒
業
論
文
研
究
及
び
発
表
は
、
科
学
的

に
も
の
を
見
る
目
や
、
観
察
力
、
論
理
的

な
思
考
に
よ
る
「
問
題
解
決
能
力
」
を
身

に
つ
け
る
、
農
大
で
の
実
践
学
習
の
総
仕

上
げ
で
す
。
２
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
卒
論

研
究
で
得
た
「
問
題
解
決
能
力
」
と
卒
論

を
キ
ッ
チ
リ
と
や
り
終
え
た
こ
と
で
得

た
「
自
信
」
を
武
器
に
し
て
、
卒
後
の
仕

事
や
勉
学
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。 

 省力技術として本県で普及拡大している水稲の「不耕起Ｖ溝直播栽培」は生育のばら
つきが大きいという課題がある。この問題を解決するため、ほ場の生育状況を把握でき
るリモートセンシングを活用した可変追肥を検討した。可変追肥技術を導入するため、
本課題ではリモートセンシング（生育状況）値と施肥量の違いによる生育の関係性を検
証し、可変追肥を行う際の施肥指標作成を行う。 

〇 実施方法 
  慣行区、基肥を増やした区(増肥区)、追肥（7 月 28 日） 
 を行った区（追肥区）の３区を設置（品種「あいちのかおり」）。 
 各区の生育・収量調査と追肥前の各区ほ場のリモートセン 
 シングを実施。 
 
〇 結果及び考察 
  草丈、茎数は追肥前は増肥区が高かったが、追肥後は追肥区が増肥区と同等もしく

はそれ以上となった。収量・品質調査では増肥区・追肥区が穂数・一穂籾数が高くな
り、精玄米重も高くなった。しかし、増肥区は稈長が長くなり倒伏も見られた。 

  リモートセンシング結果では、増肥区が他 2 区より高くなり、特に倒伏が見られた箇所
では高い値を示した。 

  以上の結果から、生育及び倒伏を防ぐための追肥量とリモートセンシング値を明らか
にし、その関係性を示す指標を作成した 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ 試験区 (kgN/10a)

基肥 追肥
慣行区 8 0
増肥区 12 0
追肥区 8 2

■ 可変追肥の指標
NVDI NVDI×植被率 生育診断

0.62以下 0.32以下 追肥による増収が見込まれる
0.65以上 0.34以上 倒伏の危険性がある
0.75以上 0.39以上 倒伏が確実
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 優秀賞  鈴木 淳也（切花専攻） 
          課題名「ヒマワリのセルトレイ栽培方法の検討」 

 ヒマワリの根域を制限することで草丈の伸びすぎなどを防止する「セルトレイ栽培」で
水切れ対策としてバーミキュライトの底面敷設及びしおれ防止のため亜リン酸肥料施
用効果を検討した。併せてセルトレイ栽培に最適な追肥の施肥時期と施肥濃度を検
討した。 

〇 実施方法 
 品種：ヒマワリ「ビンセントオレンジ」 
 (試験１)バーミキュライト敷設及び 
  亜リン酸肥料の施肥の有無による 
  生育等の影響 
 (試験２)液肥の潅注時期と濃度が 
  生育等に及ぼす影響 
〇 結果及び考察 
 (試験１)バーミキュライト底面敷設 
により切花長が長くなり、切花重が重 
くなった。亜リン酸肥料の施用は生育・ 
開花に影響を及ぼさなかったが茎が 
固くなった。 
 (試験２)追肥の施肥開始時期が早いほうが切花長は長く 
  なり、追肥の施肥濃度が濃いほうが花径は大きくなった。 

   以上の結果により、ヒマワリのセルトレイ栽培では、①バ 
  ーミキュライト底面敷設により保水力・保肥力が高まり根域 
  を広げられ生育が良くなる、②亜リン酸肥料施用により茎 
  が固くなる、③追肥の開始時期が早いとボリュームのある 
  切花を採花できることがわかった。 

１ 課題設定の理由 
 乳房炎を防ぐことは酪農家にとって大きな課題となっているため対策を行う
必要がある。分娩前 2 週間、乾乳後 2 週間は乳房炎の罹患率が高いため外部乳
頭シールティートナーを使用し乳房炎対策を行った。 
２ 方法 
乾乳用軟膏注入後、乳頭にティートナーを貼り、脱落するまでの日数及び脱落順
を調査する。分娩予定日 2 週間前に再度ティートナーを貼り、分娩するまで
ティートナーがついている状態にした。生乳出荷が可能になる分娩後 6 日目の
朝にサンプルを採取し体細胞数を検査した。 
３ 結果 
1．ティートナーと初乳の PL テストとの関係 
  初乳の PL テストでは、乾乳後のティートナーが脱落した順に反応が大きく
なった(表 1，2)。 
2．分娩後 6 日目の体細胞数と乳成分 
 産次数が同じ試験牛と対照牛の体細胞数を比較したところ試験牛の方が低い
傾向にあった(図 1)。乳成分は試験牛、対照牛で変化は見られなかった(図 2)。 
４ 考察 
初乳の PL テストでは乾乳後のティートナーが脱落した乳頭から乳房炎を発症
し、より重度の乳房炎に罹患していた。 
分娩後 6 日目の朝の体細胞数は試験牛の方が低い傾向にあったためティート
ナーは乳房炎を防ぎ、生乳出荷時の体細胞数増加を防ぐのに効果的であると言
える。 

 優秀賞  澤田 実季（酪農専攻） 
          課題名「外部乳頭シール使用による乾乳期の乳房炎対策」 

 酪農家にとって大きな課題である乳房炎を防ぐため、外部乳頭シール（商品名：
ティートナー）を使用して乳房炎の対策効果について検証した。 

〇 実施方法 
 乾乳用軟膏注入後、乳頭にティート 
ナーを貼り、脱落するまでの日数及び 
脱落順を調査する。分娩予定日 2 週 
間前に再度ティートナーを貼り、分娩 
するまでティートナーがついている状 
態にした。生乳出荷が可能になる分娩 
後 6 日目の朝にサンプルを採取し体 
細胞数を検査（PL テスト）した。 

〇 結果及び考察 
 初乳の PL テストでは、乾乳後のティートナーが脱落 
した順に反応が大きくなった。分娩後 6 日目の体細胞 
数と乳成分を産次数が同じ試験牛と対照牛で比較した 
ところ試験牛の方が低い傾向にあった。初乳の PL テス 
トでは乾乳後のティートナーが脱落した乳頭から乳房炎 
を発症し、より重度の乳房炎に罹患していた。 

 以上の結果から、分娩後 6 日目の朝の体細胞数は試験 
牛の方が低い傾向にあったためティートナーは乳房炎を 
防ぎ、生乳出荷時の体細胞数増加を防ぐのに効果的であ 
ることがわかった。 

■ 試験１

試験区
バーミキュ

ライト
亜リン酸

肥料
A区 なし なし
B区 あり なし
C区 なし あり
D区 あり あり

■ 試験２
試験区 施肥開始時期 施肥濃度

① 播種後0週間目  50ppm
② 播種後0週間目 100ppm
③ 播種後2週間目  50ppm
④ 播種後2週間目 100ppm
⑤ 播種後4週間目  50ppm
⑥ 播種後4週間目 100ppm

番号 生年月日 産歴 乾乳日 分娩日

1 H29.7.16 3産 R3.5.25 R3.7.20

2 H30.1.27 2産 R3.5.28 R3.8.17

3 43684 初産 なし R3.9.9

1 H30.7.15 2産 R3.8.27 R3.10.15

2 R1.7.6 初産 なし R3.9.5

試験牛

対照牛

■ 供試牛
  分娩予定日が令和3年7月31日から令和3年10月14日のホルスタイン種5頭

体細胞数

(万個/ｍｌ)

試験牛 1 21

2 17

3 34

対照牛 1 31
2 174

番号

■分娩後6日目の体細胞数



農大だより（令和３年（２０２１年）１２月号） 
  

 
 

 
 

       

 

12
月
４
日(

土)

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
「
農
大
祭
２
０
２
１
」 

を
開
催
し
ま
し

た
。 

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
食
品
バ
ザ
ー
等
の
飲
食
を

伴
う
催
事
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

農
産
物
の
販
売
を
中
心
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

受
付
開
始
と
と
も
に
、多
く
の
来
場
者
が

お
見
え
に
な
り
、約
１
４
０
０
名
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
も
体
育
館
は
鉢
物
・
緑
花
木
専
攻
の

シ
ク
ラ
メ
ン
や
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
等
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
は
、
切
花
専

攻
の
洋
花
セ
ッ
ト
、露
地
野
菜
専
攻
の
ハ
ク

サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
焼
き
芋
、
果
樹
専
攻
の

ジ
ャ
ム
類
、
作
物
専
攻
の
米
や
餅
、
養
豚
養

鶏
専
攻
の
卵
、
プ
リ
ン
、
手
作
り
の
わ
ら
細

工
な
ど
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
専
攻
の

農
畜
産
物
の
お
得
セ
ッ
ト
も
初
め
て
販
売

し
ま
し
た
。
後
援
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
学
生

の
保
護
者
が
収
穫
し
た
野
菜
や
果
物
な
ど

を
、隣
の
ブ
ー
ス
で
は
岡
崎
市
な
ど
協
賛
団

体
等
が
農
産
物
や
加
工
品
、お
菓
子
な
ど
を

販
売
し
大
好
評
で
し
た
。 

中
央
教
育
棟
で
は
、茶
道
部
の
茶
道
具
展

示
や
各
専
攻
の
紹
介
パ
ネ
ル
、成
果
な
ど
を

展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
時
か
ら
教
室

棟
南
で
軽
音
楽
部
が
ラ
イ
ブ
演
奏
し
、学
生

も
集
ま
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

２
回
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
は

66
名
の
参
加
が
あ
り
盛
況
で
し
た
。 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
中
止
さ
れ
る
中
、学
生
た
ち
も

元
気
に
な
る
場
が
で
き
、盛
り
上
が
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

大忙しの受付(西受付) 

検温もしっかり 

９時前の開場で行列も・・(会場風景) 

農大祭 2021 

オープンしまーす！ 

(学生会長) 

コスプレで 
盛り上げます！ 

  整理券を求めて大行列  11 



農大だより（令和３年（２０２１年）１２月号） 
   

  

 
                          

 

            

  
         お得セットを初販売 

おしゃれなポップで販売 

(切花専攻)  １ 

 農大産トマトを説明してます 
(施設野菜専攻)  ３ 

 特製のジャム売っているよ～ 
(果樹専攻)  ２ 

 もち米で作った切り餅は最高！ 
(作物専攻)  ４ 



農大だより（令和３年（２０２１年）１２月号） 
            

ス
プ
レ
で
盛
り
上
げ
ま
す
！ 

 
 

 
 

みなさん、おつかれさまでした 

学生会 

終了後に農大の空にきれいな虹が･･･ 

  堆肥販売。受付です 
(酪農・養豚養鶏専攻) 

 11 

  後援会は大盛況でした  ９ 
協賛団体のみなさん 

  ありがとうございます 
９  茶道具展示です(茶道部) 

専攻の紹介パネル  10 

  みんな楽しんでくれました♫ 

(軽音楽部) 

13 
キャンパスツアーは大盛況  12 

 手作りわら細工いかがですか 
(養豚養鶏専攻) 

５  ぎんなん買って～ 

(酪農専攻) 
 ５ 

 おいしい焼き芋だよ 

(露地野菜専攻)  ６ 

体育館は鉢物がいっぱい 

(鉢物・緑花木専攻)  ７  新鮮野菜、たくさん買ってね 

(露地野菜専攻) 

６ 

養豚養鶏専攻は 
おそろいのトレーナー  ８ 



農大だより（令和３年（２０２１年）12 月号） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 酪農専攻では、搾乳牛 25 頭、育成牛 30 頭、肥育牛 20 頭、和牛 5 頭を飼
養しています。学生 1、2 年合わせて 26 名が授業内や当番で管理作業を行っ
ています。毎日作業を行う必要があるため大変ですが、その分真剣に、楽し
く取り組んでいます。 

 昨年度に、搾乳牛を飼養しているフリーストールの床や、糞を集めるスク
レーパーを新しくするなど、牛が過ごしやすくかつ作業が行いやすい環境づ
くりに取り組んでいます。 

農大の牛乳が出荷されるまで 
 

酪農専攻 

バルククーラーで冷却 
１t までの牛乳を貯蔵できます 

搾乳 
同時に６頭搾乳できます 

給餌 

順番待ち… 牛追い 
搾乳場所まで牛を誘導します 

出荷 
乳業メーカーへ 



農大だより（令和３年（２０２１年）12 月号） 
 

 
 
 
  
 
 
 

牛との生活 

 
 牛の管理作業は、搾乳の他にも、牛の餌づくり、給餌、子牛の哺乳、糞の処理など多岐にわた
ります。加えて、分娩があれば昼夜を問わず対応することもあります。 

餌寄せ 
哺乳 

生まれたばかりの子牛 
羊水を拭き取ります 

放牧 

子牛の身体測定 

トラクターの運転 
糞を運びます 

ジャージー牛もいます 

育成牛への給餌 

牛ってかわいい！ 
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静
岡
県
の
メ
ロ
ン
農
家
を 

 
 

 
 

視
察
し
ま
し
た
！ 

 

11
月
30
日
に
露
地
野
菜
専
攻

と
合
同
で
静
岡
県
の
袋
井
市
に
あ

る「
名
倉
メ
ロ
ン
」
に
視
察
に
行
き

ま
し
た
。
名
倉
メ
ロ
ン
で
は
６
次
産

業
化
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
農
場

内
で
採
れ
た
メ
ロ
ン
を
使
っ
た
パ
フ
ェ

な
ど
を
味
わ
え
る
カ
フ
ェ
を
経
営

し
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
で
は
カ
ッ
ト
メ

ロ
ン
を
試
食
し
、
学
生
か
ら
は「
と

て
も
甘
く
、
後
味
が
す
っ
き
り
し
て

い
る
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
静
岡
県
で
特
有
の
ス
リ
ー
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
見
学
も
行

い
、
県
外
の
特
徴
的
な
メ
ロ
ン
栽
培

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

    

静
岡
県
の 

 
 

（株
）お
や
さ
い
を
訪
問 

11
月
30
日
に
施
設
野
菜
専
攻

と
合
同
で
静
岡
県
の
（
株
）
お
や
さ

い
を
訪
問
し
、
葉
ネ
ギ
ほ
場
と
葉

ネ
ギ
調
整
出
荷
施
設
を
見
学
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
杉
山
社
長
さ

ん
か
ら
、
農
業
参
入
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
経
緯
と
、
葉
ネ
ギ
の

栽
培
や
販
売
戦
略
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
学
生

に
と
っ
て
有
意
義
な
研
修
に
な
り

ま
し
た
。
社
長
さ
ん
は
Ｍ
＆
Ａ
も

活
用
し
、
現
在
青
果
卸
会
社
な
ど

農
業
関
係
６
社
を
経
営
し
て
い
る

そ
う
で
、
凄
い
方
で
し
た
！ 

          

  

    

美
味
し
い
五
平
餅
作
り
‼ 

 
 

 

作
物
専
攻
で
は
12
月
６
日
に
五

平
餅
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
味
噌

や
お
米
は
農
大
産
を
使
用
し
、 

２
０
０
本
作
成
し
ま
し
た
。
学
生

や
職
員
、
研
修
生
に
販
売
し
、
完

売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
味

噌
が
お
い
し
い
」「
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
お
な
か
一
杯
に
な
る
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
、
作
っ
た
学
生
た
ち

は
大
満
足
で
し
た
。
本
来
で
あ
れ

ば
農
大
祭
で
販
売
す
る
と
こ
ろ
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
販
売
が
で
き
ず
残

念
で
す
が
、
お
い
し
く
作
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

 
 

    

農
大
祭
で
販
売
大
盛
況
！ 

 
 

愛
宕
梨
の
重
量
当
て 

 
 

 
 

ク
イ
ズ
が
人
気
♪ 

 
 

農
大
祭
の
今
年
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
販
売
ブ
ー
ス
横

で
晩
生
の
日
本
ナ
シ
品
種
「
愛
宕
」

の
重
量
あ
て
ク
イ
ズ
を
行
い
、
多
く

の
お
客
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

重
さ
を
明
示
し
た
サ
ン
プ
ル
の
梨

を
持
っ
て
も
ら
っ
た
上
で
、
ビ
ッ
グ

サ
イ
ズ
の
愛
宕
梨
を
持
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
重
さ
を
投
票
用
紙
に
書

い
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

結
果
発
表
時
に
は
多
く
の
お
客

様
が
訪
れ
、
見
事
正
解
さ
れ
た
方

に
は
ビ
ッ
グ
サ
イ
ズ
の
愛
宕
梨
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
♪
学
生
か

ら
も
、「
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
か
ら
来
年
も
や
り
た
い
」
と
の

前
向
き
な
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

専 攻 トピックス  最近の各専攻で話題になったことや実習風景などをお届けします！ 

各専攻の様子は、農大のインスタグラム、ツイッターで情報発信しています。 
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ラ
メ
切
花
職
人
の
誕
生
！ 

 

先
月
号
で
、
校
外
学
習
で
実
習

販
売
向
け
新
商
品
の
ア
イ
デ
ア
を

得
た
、
と
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
ア
イ
デ
ア
を
基
に
試
行
錯

誤
し
、
切
花
を
ラ
メ
パ
ウ
ダ
ー
で

飾
る
方
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。

光
に
当
た
る
と
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
ま

す
。 

 

作
業
自
体
は
切
花
に
糊
を
塗
っ

て
ラ
メ
を
振
り
か
け
る
だ
け
で
す

が
、
糊
の
濃
度
や
塗
り
方
を
工
夫

し
、
ム
ラ
の
な
い
よ
う
に
ラ
メ
を
振

り
か
け
る
学
生
の
姿
は
、
ま
る
で

職
人
の
よ
う
。
曰
く
、「
ク
リ
ス
マ
ス

向
け
に
華
や
か
さ
を
出
し
つ
つ
、

く
ど
く
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
の
こ

と
。 

 

先
日
の
農
大
祭
で
新
商
品
と
し

て
お
披
露
目
し
た
際
は
、
用
意
し

た
約
40

束
が
見
事
完
売
し
ま
し

た
。
大
成
功
で
す
!! 

    

盆
栽
技
術
を
学
ぶ 

 
 

 
 

 

日
本
の
園
芸
業
界
に
お
け
る

世
界
的
ス
タ
ー
「
盆
栽
」
の
作
り

方
、
管
理
の
仕
方
を
学
び
ま
し

た
。
盆
栽
は
自
然
の
風
景
を
小
さ

な
鉢
の
中
に
表
現
す
る
芸
術
で

す
。
今
は
海
外
で
も
人
気
が
あ
り

「B
O

N
S
A

I

」
と
い
う
言
葉
で
通
じ

る
そ
う
で
す
よ
。
和
の
雰
囲
気
は

こ
れ
か
ら
の
お
正
月
の
飾
り
つ
け

に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。
今
回
は
白

梅
や
苔
、
装
飾
用
の
石
な
ど
を

使
っ
た
盆
栽
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
同
じ
材
料
で
も
人
に
よ
り

で
き
る
作
品
は
様
々
。
こ
れ
か
ら

の
月
日
が
さ
ら
に
魅
力
的
な
芸
術

作
品
に
磨
き
上
げ
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

 

    

小
笠
原
牧
場
＆ 

北
村
牧
場
を 

 
 

 
 

 

見
学
し
ま
し
た 

 

11
月
30
日
、
２
年
生
が
西
尾

市
の
小
笠
原
牧
場
、
北
村
牧
場
へ

校
外
学
習
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
規
模
経
営
や
循
環
型
酪
農
、
６

次
産
業
化
な
ど
、
こ
れ
か
ら
酪
農

経
営
を
行
う
際
に
考
え
る
べ
き
こ

と
を
た
く
さ
ん
学
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
に
は
チ
ー
ズ
づ
く

り
を
体
験
し
ま
し
た
。
さ
け
る

チ
ー
ズ
は
新
鮮
で
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
慌
た
だ
し
い
１
日
で

し
た
が
、
学
生
に
と
っ
て
は
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

    

豚
熱
と
飼
養
衛
生
管
理 

 
 

 

基
準
の
講
義
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

聴
き
ま
し
た 

11
月
26
日
、
中
央
家
畜
保
健

衛
生
所
の
鬼
頭
技
師
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
豚
熱
の
発

生
状
況
、
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
、
飼

養
衛
生
管
理
基
準
な
ど
に
つ
い

て
１
年
生
、
２
年
生
に
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
、

豊
田
市
で
豚
熱
陽
性
の
イ
ノ
シ

シ
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
発
生
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
な
の

で
、
学
生
た
ち
は
緊
張
感
を

持
っ
て
講
義
を
聴
い
て
い
ま
し

た
。 

 

    

初
生
ひ
な
の
雌
雄
鑑
別 

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た 

11
月
30
日
に
中
部
初
生
雛
鑑

別
師
会
か
ら
鑑
別
師
の
方
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
て
、
初
生
ひ

な
の
雌
雄
鑑
別
技
術
、
鑑
別
師
の

業
務
と
養
成
体
制
及
び
鑑
別
師

を
取
り
巻
く
情
勢
等
に
つ
い
て
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に

ひ
な
を
使
い
、
肛
門
鑑
別
及
び
羽

装
鑑
別
に
挑
戦
し
、
雌
雄
鑑
別
技

術
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 
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農福連携支援研修は、野菜栽培の基礎知識を福祉事
業所職員の皆さんが学び、施設利用者さんへの解りや
すい伝え方などを習得し、福祉関係施設の栽培ほ場が
運営できることを目的とした研修です。 

 
令和２年度

から始まり、
今年は 2 年目
の研修です。
６月下旬から
スタートし、
翌年１月下旬
までの８か月間にわたり２７日行っています。 

 
当研修では、実習と講義及び先進的な農福連携施設

への視察を行います。 
実習では、野菜栽培ほ場においてキュウリ、ピーマ

ン、ナス、白ウリ、スイカなどの春夏野菜やハクサイ、
ダイコン、ニンジン、チンゲンサイなどの秋冬野菜の

栽培を体験しました。研
修生は播種、間引き、追
肥、整枝、誘引などの栽
培管理や収穫、調整から
片づけまで一連の栽培
管理を行いました。 

 
講義では、野菜作りに関する基礎知識（肥料、病害

虫、土づくり、雑草防除）だけでなく、わかりやすく
教える工夫、アグリジョブコーチ概論など農福連携に
関することも学び
ました。 

また、施設の畑の
土を各自持ち寄り、
土壌分析を行う体
験もしました。 

施設での業務がお忙しい皆さんがこの⻑期研修を
受講されるのは、大変なことと思いますが、頑張って
継続受講していただいています。 

今年は、研修を円滑に進めるため LINE で情報交換
をすることにしました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお、研修生の皆さんは、農業体験において、まっ
たくない方から自宅が農家という方もある中でしたが、
和気あいあいと、しかも常に前向きに研修に取り組ん
でいました。また、研修では、新たに農業を始めよう
とする方たちの農業者育成支援研修の皆さんと積極的
にコミュニケーションをとることができたようです。 

また、真剣
な中にも、い
つ も 笑 い が
絶 え な い 様
子で、楽しく
研 修 に 臨 ん
で い た だ い
ていました。 

農 福 連 携 支 援 研 修 
  

研修生の皆さんからの言葉（一部抜粋） 

（Ｎさん） 
 自分達がこれからやる農業についての貴重な体
験が出来、満足しています。 
 特に自分達の育てる野菜の成⻑を実感する喜び
と一緒に学び同じ道を行く仲間ができた事です。本
当にありがとうございます。 

（Ｍさん） 
 先生方がとても親切に、詳しく教えて下さり、毎
回とても楽しく参加することができました。 
 福祉という同じ職業の人たちと、農業以外の話も
できたのはすごく良かったですし、何より先生方が
とても気さくで、楽しくて。。。。 
 とにかく毎週学校に来るのが楽しみでした!(^^)! 

（Ｙさん） 
 いつも楽しく参加させていただいています。 
野菜の育て方、方法を学ぶことができています。道
具の利用方法など新しい発見ができ、収穫など体験
出来て農業の楽しさを感じています。また、除草の
大切さや、虫や鳥の被害、暑さや寒さの中での作業
など収穫までの大変さを学びました。 
 学んだことを生かして、まずは野菜作りから始め
ていきたいと思います。 
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トピックス 

愛知県高等学校農業教育研究大会にて学生が発表 

11 月 29 日（月）、本校の意見発表会で最優秀賞に輝い
た酪農専攻（１年生）小池創太さんが愛知県高等学校農業
教育研究大会で酪農家を目指す自身の経験と夢を披露し
ました。県教育委員会、各校の校⻑先生、先生方をはじめ
110 名の前で発表できたことは、大変貴重な経験となり
ました。小池さんは、猿投農林高校の出身で、出席された
恩師の先生からも立派な発表だと評価いただきました。
また、発表後は、多くの先生方から東海・近畿ブロック発
表会予選会に向けた激励の言葉を頂くことができまし

終業式、冬休みへ 

 12 月 17 日（金）終業式が行われました。 
今回も新型コロナ感染症対策のため、２年生は大講
義室、１年生は第１・第２教室に分かれての開催とな
りました。 
 堤校⻑からは、農大で培った行動⼒、団結⼒、やる
気を今後に活かすとともに、この冬休みは、今後の自
分を見つめ直す期間にして欲しいとの講話がありま
した。 
 終業後、学生は３週間の年末年始休みに入りまし
た。１月７日からまた学校が始まりますが、２年生に
とっては農大での学生生活最後の２か月になりま
す。 

一般入学一次試験を終えて 

緊張の中、発表する小池さん 

 令和 3 年 12 月 21 日（月）、一般入学一次試験の合格発表を行い、36 名が合格しました。推
薦入学試験の合格者 45 名と合わせ、81 名（昨年 87 名）の合格となりました。（男性 53 名、女
性 28 名） 

合格者の内訳は県内農業関係高等学校が 34 名（昨年 56 名）です。 
なお、本年度は、「園芸課程 鉢物・緑花木専攻、切花専攻」、「畜産課程 養豚・養鶏専攻」

で一般入学二次試験を実施します。詳しくは、本校ホームページをご覧ください。 

大講義室で校長講話を聴く２年生 
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第３回進路セミナー ～私の就職・進学活動の取組～ 

 12 月８日(水)１年生を対象に第３回進路セミナーを開
催しました。 
 第１部は「私の就職・進学活動の取組」と題して、雇
用就農・就職・進学予定の２年生６人が自らの進路の取
り組み・体験談を発表しました。その後、6 人の学生が予
め提出された１年生からの質問に答える形式で進めまし
た。「いつから就活を始めるべきか」、「どんな資格を取っ
ておくべきか」など多くの質問に対し、担当した２年生
は丁寧に回答し、１年生も体験談を真剣に聞いていまし
た。 
 第２部は「農業法人が求める新入社員の資質と能⼒」
と題して、阿久比町を中心に米・野菜や米加工品等の生
産・販売を展開している有限会社千姓の代表取締役、都
築興治さんに御講演いただきました。都築さんは、「令和
３年度愛知農業賞（あいちアグリアウォード）」の農業・
農村振興部門を受賞した直後で、タイムリーな企画でし
た。講演の終盤には本校卒業生を含む従業員の生の声を
動画で紹介していただくなど、受講した１年生にとって
大変有意義な機会でした。 

県民公開講座で「果樹の剪定講習会」を開催 

 12 月６日（月）「家庭果樹の剪定に必要な知識の習得」
をテーマに、県⺠の皆様を対象とした県⺠公開講座を開
催しました。70 名を越える応募の中、抽選の結果 50 名
が参加され、講師は元本校職員でＪＡあいち経済連の技
術主管 都築壽男先生をお招きしました。 

当日は小雨の降る中、現場での模範実技では、参加者
の皆さんが雨具をつけて熱心にカキの剪定ポイントや
コツを学びました。 

現場やその後の講義では参加者の皆さんから多くの
質問がされ、参加した皆さんの真剣さや熱意が感じられ
ました。 

雨の中で模範実技をする都築講師 

６人の２年生が体験談発表 

(有)千姓の都築代表の講演と卒業生の動画 


